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都庁で、阿南新課長と協議！ 
 去る 11 月 13 日に、当会は、都庁
を訪ね、港湾局離島港湾部の阿南課
長をはじめ、東京都の調布飛行場担
当の職員との会合をもった。阿南課
長は、７月１日に、石田課長の後任
として着任したが、当会とは、これ
が初顔合わせであった。 
 
   体験飛行問題 
 まず問題となったのが、飛行場ま
つり。2002 年に「体験飛行」なる
ものを導入して以来、その規模は、
拡大の一途をたどってきた。「遊覧
飛行はやらない」との約束の中、「料
金を取らないものは遊覧飛行には
当たらない」などという、役所の論
理ではじめられた「体験飛行」。近
隣の住民は迷惑と感じており、止め

てもらいたいところだが、都が示し
たのは、施設規模から限界なので、
これ以上拡大することはないとの
見通し。しかし、限界いっぱいまで
飛ばしていること、それ自体が、離
着陸回数の「削減に努める」という
約束に抵触するわけで、協定遵守の
立場でやってもらいたいものであ
る。 
 
   重量オーバー問題 
 一方、８月 30 日の防災訓練に於
いて、重量制限を大幅に超えるヘリ
が飛来した問題も、取り上げられた。
都は、緊急時に必要なので、安全を
確認した上で訓練をしたが、固定翼
（普通の飛行機）と回転翼（ヘリコ
プター）の重量制限の在り方につい

ては、調布の飛行場対策協議会で議
論があったのであれば、調査してみ
るということであった。ただ、前号
でも述べたように、そもそも、何の
ために重量制限を設けたのかとい
うこともあり、物理的に可能だとか、
安全性が確保されているとかいう
ことが、そのまま、認可されてよい
ということにはならないのは、言う
までもない。 
 この点でも、協定遵守の立場でや
ってもらいたいものである。 
 
   離島での計器飛行 
 ところで、新中央航空が、離島側
で計器飛行を始めた件であるが、そ
の後の経過を尋ねたところ、正確な
資料は持ち合わせていないものの、 
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この８ヶ月間で、20回ぐらいではな
かったかとのことであった。 
 ある意味では、離島側で計器飛行
をやろうと、向こうの勝手かも知れ
ない。しかし、なぜ、我々が、これ
に関心を持つのかと言えば、離島側
が調布に対して、計器飛行を求めた
りした経過があり、今回の動きに
も、調布側に圧力をかける意図があ
ると判断しているからである。 
 そもそも離島便は、今から 35 年
前に、大島空港が改修工事で閉鎖さ
れた際に、人道的配慮ということで
導入された。ところが、工事期間に
限定という約束で入ってきたはず
の、当時の中央航空は、大島空港再
開後も居座った。その後も、詳細は
避けるが、島側には、いろいろと勝
手なことをされてきたものである。 
 「昼間有視界飛行方式（計器飛行
はやらない）」というのが、東京都
の「調布飛行場整備方針」であり、
また、地元市との「覚書」のトップ
項目でもあった。そういう形で、正
式空港化されたというのが、基本中
の基本である。その大原則に抵触す
るような動きには、チェックを忘れ
てはならない。 
 
   ４機目のドルニエ 
 さらに、この離島便については、
税金を湯水のように使って、新中央
航空に、新しい飛行機を買い与える
問題も、議題となった。必要性があ
るのかという疑問に対して、都は、
現在使用している機体の、修理や整
備のときや、出発時のトラブルなど
の、代行機として使用していくと答
えた。（裏面へ続く） 

【前回までの要約】 
 
 調布飛行場に計器飛行を導入しようという計画があるが、それをやらないと
いうのは、都営空港化の際の重要な約束事であった。計器飛行では悪天候でも
飛ぶようになり、騒音・危険が激増するからである。ところが最近、「計器飛
行は離島便に限定されるから、たいした変化はない」という説が流されている。
しかし、それは、決して事実ではない。昨年の猪瀬発言でも、新規路線に言及
がある。むしろ、計器飛行が新規路線を呼び込む可能性がある。さらに、本当
に離島便に限定されたとした場合にも、就航率の上昇に加えて、飛行ダイヤの
増加も併せて起こるため、生活環境に与える影響は計り知れないものとなる。 
 
   本当に離島路線に限定された場合（２） 
 騒音問題を考える上で、飛行コースの問題は、根幹である。ある意味で、飛
行回数よりも、遥かに重要な事項である。それは、少し考えてみれば明らかな
ように、飛行機が何百回、何千回飛ぼうが、それが海辺の空港であり、海の彼
方の方へ向かっていくのであれば、騒音問題は起こらないのである。 
 問題は、調布飛行場が住宅密集地のど真ん中にあり、飛行コースによっては、
とんでもない迷惑を被る市民が生まれるという点である。調布市が、平成４年
に、調布飛行場の都営化を認めるに際して示した、21項目から成る「調布飛行
場の引継ぎに係る受入れ条件」、及び、平成８年に、東京都の飛行場整備計画
を認めるに際して示した、27項目から成る「都営コミューター空港化受入れ条
件」に於いて、「周辺住民に対する騒音を最小限にとどめるための飛行方式（飛
行ルートも含む。）を定め、運航させること。」と明記されたのは、当然の結果
であった。 
 ちなみに、これに対する東京都の回答は、21 項目のときは、「周辺の騒音の
状況等を調査し、住民生活に影響の少ない飛行方式（飛行ルートを含む）によ
る飛行が行われるよう、国及び飛行関係者と共に最大限の努力をして行く。」
であり、27項目のときは、「引き続き、定めた飛行方式の徹底を図る。」であっ
た。要するに、東京都の基本的な立場は、迷惑を最小限にとどめる飛行方式を
採用し、それを徹底していくということであった。 
 それでは、その定められた飛行方式とは何だったのか。それは、一言で言う
と、飛行の分散方式であった。そして、変な話ではあるが、飛行コースは定め
ないということになった。根幹である飛行コースが、どのような経過で、その
ような形になっていったのであろうか。（続く） 
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   たったの１割負担 
 しかし、仮に、４機目のドルニエ
が、新中央航空にとって必要性があ
ったとしても、推定９億円の飛行機
の購入に対して、国と都を合わせて、
９割も負担するというのは、何と言
うことか。後期高齢者が、医療費の
３割負担を強いられる、このご時世
である。一民間会社、それも、我々
飛行場周辺住民にとっては、迷惑な
存在以外の何物でもないところが、
たったの１割負担で、自社の飛行機
を購入しているというのは、不愉快
千万である。 
 実は、税金の投
入は、新しい飛行
機の購入だけでは
ない。日常の運航
に対しても、補助
がされ続けている。 
それで懐が豊かに
なったのかどうか、
よく分からないが、
いつだったか、調
布市の花火大会の
寄付金提供者に、
この会社が名を連
ねたりしていたの

を見たことがある。 
 
   運賃でも誘導策 
 また、この日は、航空運賃の面で
も、調布からの離島便に、優遇策が
採られてきたのではないかという
問題も、取り上げられた。 
 どういうことかと言うと、下の表
を見ていただくと分かるように、例
えば、大島への離島便については、
調布・大島便が開設された、1984
年（昭和 59年）以来、20年近くに
わたって、それは、羽田・大島便と

比較して、運賃は、高額に設定され
ていた。ところが、それが、今世紀
初め、僅かの期間で、逆転されてし
まった。それは、羽田からの利用客
に対する、調布からの便への誘導策
ではなかったのかというのが、その
論点であった。 
 同様に、調布からの新島便や神津
島便に対しても、優遇策が採られて
きた。これらは、年間離着陸回数の
削減に「さらに努める」とする、地
元市との約束に逆行することでは
ないか。当時の池田課長の、協定軽

視発言なども、
改めて指摘され
た。 
 その他、就航
率を言う前に、
どれだけ利用さ
れているのかと
いう意味で、搭
乗率について、
調査すべきだと
の意見も出され
た。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 昨年の９月 26 日、個人所有のセ
スナ機が調布飛行場で着陸に失敗、
オーバーラン事故を起こした件で、
先日、国土交通省の運輸安全委員会
による事故調査報告書が公表され
ました。調布市では、９月 25 日に
調布飛行場等対策特別委員会が開
催され、この報告書についても、報
告と質疑が行われました。 
 報告書によると、パイロット（機
長）は、同機の操縦は約２ヶ月ぶり
だったそうです。その間、操縦して
いたほかの機体に比べて、「操舵感
覚が重かった」と、聞き取り調査で
機長が述べていますが、２ヶ月ぶり
に操縦した機体の操舵感覚に慣れ
ないまま、飛んでいたということで
しょうか？ なんとも、あぶなっか
しい話です。 
 問題の事故ですが、着陸態勢に入
って、エンジンを絞っていよいよ着
陸というときに、機体の沈みが早く、
本来、後ろの車輪から滑らかに接地
しなければならないものが、ドンと
落ちて、バウンドを繰り返しました。

そこで機長が着陸を
やりなおそうと、エ
ンジンの出力を上げ
ますが、思うように
高度が上がらず、そ
のうち滑走路の終端
が迫ってきたので、
再び着陸を強行、接
地のショックで前輪
がとれたまま、オー
バーランして、草地
をすべって止まりま
した。 
 事故原因としては、
着陸をやりなおすと
きの操作に誤りがあ
ったことが指摘され
ています。 
 「慣れない車を運転して、車庫入
れでこすってしまった」というレベ
ルの問題ではすまないのです。滑走
路の延長線上、数百メートル先には、
住宅密集地がありました。浮き上が
らないまま進んでいたら、住宅地に
突っ込んだかもしれません。 

 
 私は、「（調布飛行場は）離島の住
民の『生活の足』として、本来移転
すべきものを住民は受け入れたも
のであり、こんなトボけた事故のリ
スクまで負わされたものではかな
わない」「住民との約束を守って、
個人所有の飛行機は移転させるべ
きだ」と主張しました。
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